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有限会社マルモ水産
生鮮殻付牡蠣の売上がコロナ禍で激減。解決策として国内生鮮販売を縮小、

新製品「冷凍ハーフシェル牡蠣」を加工製造し海外市場へ転換する。先端デ
ジタルタグRFIDも活用しJETROの支援を受けることでＶ字回復を図る。

国内飲食店を中心に生鮮の殻付き牡蠣の卸・販売。また、

直営の海上かき小屋やハウステンボス店等飲食店舗を展開。

コロナ禍による飲食業界全体の自粛営業や客足減少などの

影響に伴い、売上げが激減。

首都圏を中心とした国内市場への依存から脱却するととも

に、新製品をもって海外市場へ転換する事業再構築に着手。
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海外展開に先立ち外国語に長け
た人材を雇用。JETROによる海
外販路開拓の支援と併せて既存
コネクションを活かし、満を持
して海外展開に挑戦。

食料品製造業

飲食料品卸売業

牡蠣の養殖場

＃冷凍ハーフシェル牡蠣 ＃九十九島牡蠣 ＃海上かき小屋 ＃海外展開 ＃RFIDタグ

グレーティングマシンやかき打ち機を配置する加工場の建

築、高性能凍結機を導入する冷凍センター設置、最先端デ

ジタルタグRFID を導入した商品管理を行うなど、安全で

効率的な冷凍ハーフシェル牡蠣の加工製造ラインを実現。

JETROによる支援や展示会・商談会を活用し、急成長して

いる海外市場(台湾、香港、中国、タイ国、シンガポール)

向けに冷凍ハーフシェル牡蠣を輸出。

認定支援機関と話し合いを重ね、
自社で事業計画書を作成。
関係性を築けている認定支援機
関であったため、ブラッシュ
アップ等もスムーズに行えた。

ハーフシェル牡蠣導入したプロトン凍結機


